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▍1

　新年度の初めにあたり、ご挨拶

申し上げます。日ごろより市民の

皆様には、当院の運営にご理解と

ご協力を賜り、心から感謝申し上

げます。5月には元号も変わりま

すが、院長就任3年目となる今年

は、当院にとって、飛躍の年とし

たいと考えております。

　当院の前身の「町立富士中央

病院」は、昭和24年3月に富士市本市場に、診療科目

5科・99床で開設されていますので、実に70年目を迎

えたことになります。そして、開院35年目の昭和59

年8月に、現在の地に移転して、富士市立中央病院と

なりました。346床から520床へ増床し、まさに富士

市の中核病院としての役割を果たしてきました。

　平成29年度には地域医療支援病院として承認を受

け、昨年度、地域医療連携センターを設置しました。

センターは患者サポートと地域医療連携の2つの機能

を持ちます。患者サポート室は、患者さんとご家族か

らの医療や制度に関する不安や疑問などの相談に対応

しております。また、地域医療連携室は、患者さんと

ご家族が安心して医療を受けられ安心して暮らせるよ

うに、他の医療機関や介護施設との連携を通じ、継続

して医療・介護の提供が受けられるように支援してお

ります。

　当院では、平成10年度以来、その年度の病院の行動

目標として病院指針を定めています。職員の公募の中

から選ばれますが、今年度は「確かな技術で　高度な

医療　地域で進める　医療連携」に決まりました。引

き続き、当院は地域医療連携を積極的に推進してまい

ります。

　10年ほど前より、特に地方の自治体病院の運営・経

営状況が良好ではないことから、国は自治体病院に改

革を求めております。当院では、平成21年度から「富

士市立中央病院中期経営改善計画」が始まりました

が、それから10年が経ち、今年度からは「第三次中期

経営改善計画」が始まります。この計画は、当院ウェ

ブサイトの「病院概要」に全容を掲載していますが、

これまでの10年間を振り返り、次の時代への飛躍を図

り、引き続き安定した経営の下で、公立病院として重

要な役割を継続的に担い、富士市の医療を支えていく

ことを前提に策定されています。私は富士市の基幹病

院として、当院の使命に、①救急医療の維持と災害時

対応、②高度・専門医療の提供、③地域連携の推進を

掲げてきましたが、今年度からの第三次中期経営改善

計画には④医療人の育成を加えました。当院には若い

職員だけでなく、病院実習として、医学生や看護学生

など医療系の学生も多くいます。そして、やがて彼ら

彼女らが、この地域の医療を支えてくれることになり

ます。今後も、当院は、積極的に地域に定着する医療

者を育てていきたいと考えております。

町立富士中央病院

新年度のご挨拶

院長　柏木 秀幸
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各
科
紹
介

　現在、耳鼻咽喉科では3名の医師で診療にあた

っています。

　耳鼻咽喉科で扱う病気は、急性扁
へ ん

桃
と う

炎
え ん

などの喉

の疾患、中耳炎などの耳の疾患、アレルギー性鼻

炎や副
ふ く

鼻
び

腔
く う

炎
え ん

などの鼻の疾患、めまいなどの神経

疾患、首から上の腫瘍（脳と眼を除く）などと多

岐に渡ります。

　治療は外来や入院での投薬治療が主ですが、

喉・耳・鼻などの手術も行っています。また、手

術内容によっては東京慈恵会医科大学に医師の応

援を依頼し、実施しています。鼻の内視鏡手術で

は、従来の苦痛を伴うガーゼ挿入は極力行わず、

処置の負担が少ない止血剤を使用しています。

　近年、アレルギーの患者さんが増加しており、

ダニやスギのアレルギーに対する体質改善のた

め、舌下免疫療法が広く行われるようになってき

ました。当科においても、問診、血液検査、鼻汁

検査などにより診断し、効果が見込める方であれ

ば舌下免疫療法を行っています。

　私達は知識の向上や連携の強化を図ることを目

的に2か月に1回、静岡県東部地区の耳鼻咽喉科

医と研究会を開き、研鑽を積んでいます。

　今後もスタッフ一同、富士地域の医療へ貢献で

きるよう日々の診療に取り組んでまいります。

耳鼻咽喉科
～幅広い診療に対応できる体制を

整えています～

　4月27日(土)から5月6日(月)までの大型連休期間について、10日間の連続の休診となること

による診療への影響を考慮し、4月30日(火) 及び 5月2日(木) については、開院して診療

を行います。

◦受付時間：午前8時から午前11時まで　　　　　　　　　　　　　○：開院日、×：閉院日

◦診察時間：午前8時30分から正午まで

◦対象患者：再診予約した方、緊急性がある方、開業医等からの紹介状を持参している方

大型連休中の診療体制に関するお知らせ

 【注意事項】
・上記の対象患者のうち、再診予約した方には、休日加算(※)はかかりません。
・再診予約した方以外の方には、診察料等に休日加算がかかる場合があります。
・保険調剤薬局では、休日加算がかかる場合があります。
・処方せんの使用期間は、交付の日を含めて4日以内です。これには休日や祝日が含まれますので、処方せん
　の使用期間が過ぎないようにご留意ください。

　※休日加算：日曜、休日に受診した時にかかる追加料金です。金額は診療の内容によって異なります。

　　休日加算の算定の可否は、厚生労働省の指導に基づき行います。

4/27土

×

4/28日

×

4/29月

×

4/30火

○
5/1水

×

5/2木

○
5/3金

×

5/4土

×

5/5日

×

5/6月

×
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富士市立中央病院外来日程表
受付時間：午前8時～11時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成31年4月1日現在

診療科 《 部 長 名 》
《 責  任  者 》

月 火 水 木 金 （　備　　考　）

内 科
初診

加藤 土谷 犬養 三國 末吉

平野 渡邊 田中 寺嶋 橋本

（ 血 液 内 科 ）《 藤 井 常 宏 》 藤井 谷口 藤井 山城 谷口医師は午後予約のみ

（糖尿病･内分泌内科）《 安 藤 精 貴 》 安藤／比企 辻本 安藤 末吉 安藤 月曜の安藤医師は午前、比企医師は午後

（呼吸器内科）《 木 村 哲 夫 》 木村 木村 木村 木村 藤本

（ 腎 臓 内 科 ）《 笠 井 健 司 》 高橋 笠井 土谷 高橋 笠井

（消化器内科）《 金 井 友 哉 》 青木 金井 鳥巣 中野 佐伯

土屋 土屋 渡邊／三國 青木 伊藤 水曜の渡邊医師は奇数週、三國医師は偶数週

（ 神 経 内 科 ）《 河 野　 優 》 河野 河野 高津 河野

精 神 神 経 科 《 外 岡 雄 二 》 外岡 外岡 外岡 常泉 《初診は完全紹介状制》木曜の第1は午前のみ

循 環 器 科 初診 長谷川 阪本 阪本 富永 増谷／蒔田 金曜の増谷医師は奇数週、蒔田医師は偶数週

（循環器内科）《 阪 本 宏 志 》 三川 三川 三川 三川 火曜・水曜の初診受付は午前10時まで

富永 長谷川 阪本

蒔田 谷川 月曜の蒔田医師は午後

（心臓血管外科）《 田 口 真 吾 》 田口 成瀬

小 児 科 《 秋 山 直 枝 》 中村 橘高 増田 池本 海野

池本 池本 藤多 松岡 藤多

海野 秋山 海野 秋山 秋山

外 科 《 梶 本 徹 也 》 初診 交代制 交代制 交代制 交代制 交代制 火曜の道躰医師と水曜の吉岡医師は午前

髙野 吉田 梶本 入村 良元 火曜の良元医師は午前、後藤医師は午後

道躰 吉岡 髙野 道躰 ※1木曜の芦塚医師（小児外科）は偶数週の午前《初診は完全紹介状制》

良元／後藤 鈴木 芦塚※1 柏木 ※2はヘルニア外来（午後のみ）

森川 交代制※2 水曜の森川医師は午後《初診は完全紹介状制》

（ 乳 腺 疾 患 ） 女性専用の外来 梶本 神尾 木曜の神尾医師は第3週の午前

整 形 外 科 《 加 藤　 努 》 木原 原田 原田 木原 《初診は完全紹介状制》

宮嶋 船井 船井 宮嶋 水曜は初診のみ

三槗 加藤 交代制 三槗 加藤 水曜の診察は午前9時半から

脳 神 経 外 科 《 諸 岡　 暁 》 藤田 山本／坂本 武井 水曜は初診のみ、火曜の山本医師は午前、坂本医師は午後

野田 諸岡 交代制 野田 諸岡 火曜の諸岡医師は再診のみ

形 成 外 科 《 山 田 啓 太 》 山田 平川 山田 山田 《初診は完全紹介状制》

坂井 坂井 坂井 坂井 木曜は予約のみ（手術日）

泌 尿 器 科 《 後 藤 博 一 》 後藤 鈴木 後藤 鈴木 後藤

笹原 下村 交代制 交代制 下村

（ 排 尿 障 害 ） 女性専用の外来 平本 受付は午後1時～2時

産 婦 人 科 《 矢 田 大 輔 》 初診 矢田 矢田 榛葉 矢田 小田 《婦人科初診は完全紹介状制》

妊婦健診 榛葉 交代制 交代制 小田 交代制

女性専用の外来
鈴木

（婦人科疾患） 廣中 金山 受付は午後1時～2時 金曜の金山医師は不定期月2回

眼 科 《 藤 谷 暢 子 》 藤谷 藤谷 藤谷 藤谷 藤谷 木曜は紹介状初診及び予約のみ

渡辺 渡辺 渡辺 渡辺※ 渡辺 ※木曜の渡辺医師は第4週のみ

耳 鼻 咽 喉 科 《 重 田 泰 史 》 児玉 交代制 児玉 尾田 交代制 水曜の児玉医師と木曜の尾田医師は初診のみ

重田 尾田 重田 月曜の重田医師は初診のみ

尾田 重田 児玉

皮 膚 科 《 津 嶋 友 央 》 津嶋 津嶋 津嶋／森下 津嶋 津嶋 水曜の津嶋医師は奇数週、森下医師は偶数週

清／森下 森下 森下 森下 月曜の清医師は第1・3週、森下医師は第2・4・5週

放 射 線 科 《 道 本 顕 吉 》 道本 道本 道本 道本 道本 《初診は完全紹介状制、完全予約制》

青木 小宮山 ←治療外来

歯科口腔外科 《 勝 山 直 彦 》 勝山 勝山 勝山 勝山 勝山 月曜の勝山歯科医師は初診のみ

井出 井出 井出 井出 井出 水曜の井出歯科医師は初診のみ

東條 東條 東條 東條 東條 火曜・木曜の東條歯科医師は初診のみ

大岩 大岩 大岩 大岩 大岩 金曜の大岩歯科医師は初診のみ

吉田·岡村·猪俣·武田 岡山 義隆

緩  和  ケ  ア  外  来 梶本 梶本医師は奇数週のみ《初診は完全紹介状制》

       　　  ※都合により、内容が変更になることがあります。
       　　  ※女性専用の外来を担当する女性医師は、赤字で表示しています。

退任日：平成31年1月31日　　 就任日：平成31年2月1日 退任日：平成31年3月31日　　 就任日：平成31年4月1日 退任日：平成31年3月31日　　 就任日：平成31年4月1日

診療科 退任医師名 就任医師名 診療科 退任医師名 就任医師名 診療科 退任医師名 就任医師名

小児科 鈴
ス ズ

木
キ

　亮
リョウ

平
ヘ イ

増
マ ス

田
ダ

　早
サ

織
オ リ

腎臓内科

高
タ カ

津
ツ

　宏
ヒ ロ

樹
キ

加
カ

藤
ト ウ

　一
カ ズ

彦
ヒ コ

脳神経外科 廣
ヒ ロ

津
ツ

　竜
タ ツ

也
ヤ

山
ヤ マ

本
モ ト

　康
コ ウ

平
ヘ イ

退任日：平成31年3月31日　　 就任日：平成31年4月1日 嵯
サ

峨
ガ

﨑
サ キ

　誠
マコト

寺
テ ラ

嶋
シ マ

　理
リ

沙
サ

産婦人科
鈴
ス ズ

木
キ

　康
ヤ ス

之
ユ キ

村
ム ラ

上
カ ミ

　　暉
ヒカル

診療科 退任医師名 就任医師名 増
マ ス

田
ダ

　直
ナ オ

仁
ヒ ト

－ － 飯
イ イ

田
ダ

　瀬
セ

里
リ

香
カ

糖尿病・

内分泌・

血液内科

辻
ツ ジ

野
ノ

　大
ダ イ

助
ス ケ

安
ア ン

藤
ド ウ

　精
キ ヨ

貴
タ カ

循環器内科
山
ヤ マ

田
ダ

　崇
タ カ

之
ユ キ

蒔
マ キ

田
タ

　憲
ケ ン

太
タ

朗
ロ ウ

耳鼻咽喉科 高
タ カ

津
ツ

　南
ナ

美
ミ

子
コ

尾
オ

田
ダ

　丈
タ ケ

明
ア キ

関
セ キ

口
グ チ

　賢
ケ ン

介
ス ケ

細
ホ ソ

井
イ

　起
キ

翔
ショウ

－ 多
タ

賀
ガ

　宇
ウ

太
タ

郎
ロ ウ

歯科口腔外科
久

ク

我
ガ

　憲
ノ リ

央
ヒ ロ

大
オ オ

岩
イ ワ

　浩
コ ウ

気
キ

大
オ オ

野
ノ

　隆
タ カ

行
ユ キ

末
ス エ

吉
ヨ シ

　　剛
ゴ ウ

心臓血管外科 木
キ

ノ
ノ

内
ウ チ

　勝
カ ツ

士
シ

成
ナ ル

瀬
セ

　　瞳
ヒトミ

－ 東
ト ウ

條
ジョウ

　恵
ケ イ

一
イ チ

所
トコロ

　　一
カ ズ

将
マ サ

辻
ツ ジ

本
モ ト

　裕
ユ ウ

紀
キ

小児科
松
マ ツ

岡
オ カ

　　諒
リョウ

池
イ ケ

本
モ ト

　　智
サトル

臨床研修医

吉
ヨ シ

田
ダ

　和
カ ズ

博
ヒ ロ

齋
サ イ

藤
ト ウ

　寛
カ ン

大
ダ イ

－ 平
ヒ ラ

野
ノ

　　慧
ケ イ

角
ツ ノ

皆
ガ イ

　季
ト シ

樹
キ

－ 大
オ オ

原
ハ ラ

　佑
ユ ウ

生
キ

佐
サ

藤
ト ウ

　　匠
タクミ

呼吸器内科
高
タ カ

坂
サ カ

　直
ナ オ

樹
キ

藤
フ ジ

本
モ ト

　祥
ショウ

太
タ

外科 阿
ア

部
ベ

　　正
タダシ

山
ヤ マ

田
ダ

　雄
ユ ウ

太
タ

－ 増
マ ス

田
ダ

　有
ユ ウ

亮
ス ケ

渡
ワ タ

邉
ナ ベ

　直
ナ オ

昭
ア キ

犬
イ ヌ

養
カ イ

　　舜
シュン

整形外科 永
ナ ガ

井
イ

　素
モ ト

大
ヒ ロ

船
フ ナ

井
イ

　　充
ミツル

－ 森
モ リ

本
モ ト

　　宇
タカシ

消化器内科
佐

サ

伯
エ キ
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●医師の人事異動について
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◦近隣の医療機関を受診し、当院での検査や入院治療が必要と判断された場合、その医療機関から当院

　血液内科の受診をFAX予約し、予約日当日に紹介状持参のうえ、お越しいただくことになります。

◦紹介状をお持ちでない患者さんには、他院での受診をお願いしております。

　平成31年1月に最新の体外式衝撃波結石破砕装置（ストルツメディカル社SLC-F2 connect）を導入し

ました。この装置は、治療ヘッド（衝撃波発生装置）から発生させた衝撃波を一点に集束させて、腎や尿

管の結石を破砕する装置です。

◦治療ヘッドの改良により、体の大きな患者さんも治療できるようになり、治療中の疼
と う

痛
つ う

が少なくなりました。以

前の装置では体重80kgの方まででしたが、最新装置では体厚にもよりますが体重150kgの方まで治療できます。

◦インライン方式（Ⅹ線画像の撮影方向と、衝撃波の発生方向が一致する方式）の採用により、画像で確認してい

る範囲以外の他の臓器や筋肉を傷つけることが少なくなりました。

◦フラットパネルディテクター（生体を透過したⅩ線からデジタル画像を得る検出器）の搭載により、以前より広

い範囲を確認でき画質も向上したため、前回の治療で結石が移動した場合などでも確認が容易で円滑に治療がで

きるようになりました。

　平成31年3月1日から、血液内科の診療体制を維持するため、完全紹介予約制を導入しました。患者さん

にはご迷惑をおかけしますが、ご理解いただきますようお願いいたします。

　皆さんの作品が患者さんを笑顔にします。

　2019年10月から2020年3月までの展示分に

ついて、下記のとおり申し込みを受け付けます。

受付日  2019年6月28日(金)

 午前9時から午前9時30分まで
 ※希望者多数の場合は、午前9時30分から
 　月ごとに抽選を行います。

場　所  2階　応接室

持ち物  院内ギャラリー

 展示申込書

 ※募集要項及び申込書は
 　当院ウェブサイトを
 　ご確認ください。

高齢者に対する心臓手術は恐くない

日　時  2019年5月16日(木)

 19：00～20：30（18：30開場）

場　所  ロゼシアター 小ホール

講　師  　　　　　　　東京慈恵会医科大学

 　　　　　　　心臓血管外科学講座

 　　　　　　　主任教授

 　　　　　　　國 原　孝 先生

入場料  無料

申し込み  不要

血液内科の「完全紹介予約制」導入について

院内ギャラリー展示申込みについて第20回市民公開講座

病院経営課　内線2222病院総務課　内線2216
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を更新しました

初診に

ついて

治療前（本装置での透視画像）

石があります。

治療後（レントゲン画像）

石が破砕されています。

ストルツメディカル社SLC-F2 connect

最 新 装 置 の 特 徴

医学博士、心臓血管外科専門医、
外科専門医、外科学会指導医、
心臓血管外科修練指導医、
外科学会認定医、
胸部外科学会認定医、
胸部外科学会指導医など
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営業時間

9:00～18:00

第３日曜定休

駐車場あり

営業時間

9:00～17:00

日・祝日定休

駐車場あり

ほけんの
窓口

至富士

富士宮

富士宮駅

富士宮市立病院

富士急ホテル富士急ホテル

マルハン

イオンSC
富士宮

富士宮補聴器センター富士宮補聴器センター
富士宮店富士宮店

リオネットセンター富士
富士市石坂 大渕街道沿い

TEL・FAX 0545-53-2365

あなたのまちの補聴器やさん

富士宮補聴器センター
富士宮市錦町 イオンSC富士宮東側

TEL・FAX 0544-27-5629

東名高
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IC
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吉原高校
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Ｒ
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ミニ
ストップ

ハック
ドラッグ

HB-P1

体積

約 ダウン
％25

従来品
タイプ

認定補聴器技能者在籍任せて安心！

より快適な両耳用低価格モデルより快適な両耳用低価格モデル

『リオネットウィー』『リオネットウィー』 新発売新発売!!もも

重量

約 ダウン
％20

従来の機種と同等出力で

小型・軽量化に成功!
（高出力補聴器『HB-P1』）

富士市立中央病院病院だより 第44号　平成31年4月20日発行(年4回発行)

〒417-8567 富士市高島町50番地   TEL.0545-52-1131   FAX.0545-51-7077
E-mail：byoin@div.city.fuji.shizuoka.jp　事務部病院経営課(内線2221・2222)

広告に関する一切の責任は広告主に帰属します。また、富士市が推奨するものではありません。

富士市立中央病院ウェブサイト
http：//byoin.city.fuji.shizuoka.jp

腎臓病教室

日　　時：毎月第3火曜日　15：00～16：00

　　　　　第45期腎臓病教室スケジュール

　　　　　5/21、6/18、7/16、8/20、9/17、10/15

場　　所：2階大会議室

問い合せ：栄養科　内線2146

ファミリークラス（バースクラス･ペアクラス）

日　　時：毎月3回　13：00～15：00

場　　所：2階大会議室

問い合せ：産婦人科外来　内線2059

出前講座

当院職員を学校・会社・町内会の集まり・

医療施設等へ無料で派遣します。詳細は、

当院ウェブサイトをご確認ください。

問い合せ：病院経営課　内線2222

 ◦看護師、准看護師（8：15～16：45）

 ◦看護補助者（8：15～16：45 早番遅番あり）

 ◦薬剤師 　　 （8：30～17：00）

 ◦臨床検査技師　　 （8：30～17：00）

 ◦理学療法士 　　 （8：30～17：00）

 ◦作業療法士 　　 （8：30～17：00）

 ※勤務日数、勤務時間は相談に応じます｡

そ の 他  詳細は、当院ウェブサイトをご確認く
ださい。随時、病院見学も受け付けて
おります。

中央病院で働きませんか？
臨時職員募集

各　種　相　談 曜　 日 時　　間 場　　　所 問い合せ

看護・がん・よろず相談
病気や治療、療養生活に関することなど

月～金 8：30～16：00 1階総合相談センター 内線2046

がん患者サロン ～一人で悩まないで～ 第4水 14：00～16：00 1階第1会議室 内線2916

化学療法の副作用相談会（ケア・爪・脱毛） 第4水 10：00～12：00 2階第3会議室 内線2916

医療福祉相談
医療・保健・介護・福祉サービスに関する生活相談

月～金 8：30～16：00 1階総合相談センター 内線2918

お薬相談 月～金 8：30～17：00 1階お薬相談室 内線2126

栄養相談 月～金 予約制 2階栄養相談室 内線2146

検査に関する相談・血糖自己測定器説明 月～金 8：30～16：00 2階中央検査相談室（臨床検査科) 内線2267

フットケア相談（糖尿病患者さんの足のケア） 水 9：00～15：00 2階内科外来 内線2288

医療放射線被ばく相談 火・木 予約制 1階中央放射線科 内線2153

医療安全相談 月～金 8：30～16：00 2階医療安全相談室 内線2259

1 私たちは、患者さまの権利を尊重し、相互信頼に基づく医療に努めます。

2 私たちは、知りえた個人のプライバシーは、必ず保護します。

3 私たちは、検査・治療・予後などについて、分かりやすい説明に努め、患者さまの意思を尊重し
　ます。

4 私たちは、患者さまの必要や要望があれば、他の医療機関へ紹介し、必要な情報を提供します。

5 私たちは、市立病院としての自覚のもと、絶えず自己研鑽し、コスト意識を持ち、効率的な運営
　に努めます。

6 私たちは、医療機関相互の連携に心して、地域の医療体制への貢献に努めます。
｢確かな技術で 高度な医療

地域で進める 医療連携｣

富士市立中央病院は、地域の基幹病院

として、市民の皆さまにより良い医療

をやさしく安全に提供し、常に医療の

向上に努めます。

 理　　念

 2019年度病院指針

 職員宣言

教室等の紹介

　　　　　　　病院総務課　内線2217・2218

職　　種

(勤務時間)


